
90

石
川
光
（
い
し
か
わ
　
み
つ
）

寂
聴
フ
ァ
ン
　
一
九
三
五
年
　

群
馬
県
伊
勢
崎
市

大
石
征
也
（
お
お
い
し
　
せ
い
や
）

文
学
研
究
家
　
一
九
七
二
年
　

徳
島
県
石
井
町

金
村
理
香
（
か
な
む
ら
　
り
か
）

一
九
五
七
年
　
徳
島
市

鎌
田
か
お
る
（
か
ま
だ
　
か
お
る
）

俳
句
を
楽
し
む
　
一
九
五
五
年
　
徳
島
市

鎌
田
慧
（
か
ま
た
　
さ
と
し
）

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
　
一
九
三
八
年
　
東
京
都

賀
来
真
留
加
（
か
ら
い
　
ま
る
か
）

団
体
職
員
　
一
九
七
四
年
　
小
松
島
市

岸　
積
（
き
し
　
つ
も
る
）

元
徳
島
新
聞
論
説
委
員
長
　
一
九
三
四
年

徳
島
県
石
井
町

清
重
康
代
（
き
よ
し
げ
　
や
す
よ
）

徳
島
聴
覚
支
援
学
校
非
常
勤
講
師

一
九
五
七
年
　
徳
島
市

草
の
実
ア
イ
（
く
さ
の
み
　
あ
い
）

音
楽
業
　
一
九
五
三
年
　

千
葉
県
習
志
野
市

小
林
亜
咲
（
こ
ば
や
し
　
あ
さ
き
）

輔
仁
大
学
院
生
　
二
〇
〇
〇
年
　

台
湾
（
出
身
　
宮
城
）

齋
藤
礼
子
（
さ
い
と
う
　
れ
い
こ
）

朗
読
　
一
九
五
二
年
　
小
松
島
市

笹
倉
徹
（
さ
さ
く
ら
　
と
お
る
）

木
工
芸
　
一
九
四
七
年
　
兵
庫
県
多
可
町

瀬
尾
ま
な
ほ
（
せ
お
　
ま
な
ほ
）

瀬
戸
内
寂
聴
秘
書
　
一
九
八
八
年
　

京
都
市

鷹
尾
奈
津
子
（
た
か
お
　
な
つ
こ
）

二
〇
〇
三
年
度
寂
聴
文
学
教
室
受
講
生
　

一
九
八
六
年
　
横
浜
市

竹
内
紀
子
（
た
け
う
ち
　
の
り
こ
）

寂
聴
文
学
　
一
九
五
八
年
　
徳
島
市

東
條
眞
理
子
（
と
う
じ
ょ
う
　
ま
り
こ
）

会
社
役
員
　
一
九
五
二
年
　
徳
島
市

那
賀
川
眞
理
（
な
か
が
わ
　
ま
り
）

旅
　
一
九
五
五
年
　
徳
島
市

羽
地
達
次
（
は
ね
じ
　
た
つ
じ
）

徳
島
大
学
名
誉
教
授
　
一
九
五
一
年
　

徳
島
市

藤
岡
値
衣
（
ふ
じ
お
か
　
ち
え
）

公
務
員
・
俳
句
・
フ
ラ
メ
ン
コ
・
読
書
啓

発
活
動
　
一
九
六
〇
年
　
徳
島
市

藤
村
純
子
（
ふ
じ
む
ら
　
じ
ゅ
ん
こ
）

朗
読
　
一
九
五
三
年
　
徳
島
市

本
田
耕
一
（
ほ
ん
だ
　
こ
う
い
ち
）

有
機
稲
作
家
　
一
九
五
五
年
　
徳
島
市

松
尾
初
夏
（
ま
つ
お
　
し
ょ
か
）

主
婦
　
一
九
五
一
年
　
徳
島
市

元
水
薫
（
も
と
み
ず
　
か
お
る
）

朗
読
　
一
九
五
二
年
　
小
松
島
市

森
裕
子
（
も
り
　
ひ
ろ
こ
）

朗
読
　
一
九
五
三
年
　
徳
島
市

柳
原
美
鈴
（
や
な
ぎ
は
ら
　
み
す
ず
）

テ
ニ
ス
審
判
員
　
一
九
六
二
年
　
徳
島
市

吉
岡
省
二
（
よ
し
お
か
　
し
ょ
う
じ
）

会
社
員
　
一
九
六
九
年
　
東
京
都

米
本
浩
二
（
よ
ね
も
と
　
こ
う
じ
）

作
家
　
一
九
六
一
年
　
福
岡
市

鷲
尾
博
子
（
わ
し
お
　
ひ
ろ
こ
）
石
山
寺

副
座
主
　
一
九
五
五
年
　
大
津
市

今
号
の
執
筆
者
紹
介
　

●
五
十
音
順
・
敬
称
略
　
職
業
ま
た
は

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
・
生
年
・
居
住
地
●


